160V1 A 付属証明書
160V1 A付属証明書
エコマーク商品類型No.160「廃食用油を使用したバイオディーゼル燃料およびその副生物を使用した製品Version1」付属証明書
[bookmark: _GoBack]分類A.廃食用油を使用したバイオディーゼル燃料
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.160「廃食用油を使用したバイオディーゼル燃料およびその副生物を使用した製品Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。
	申込日：20
	年
	
	月
	
	日

	申込商品名
（商品ブランド名）
	

	申込者（会社名）
	



	＜付属証明書の作成方法＞
1. 申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
「記入欄」が網かけとなっている項目は記入不要です。
2. 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
「添付証明書」が網かけとなっている項目は、添付証明書の提出は不要です。
3. 各証明書の作成は（記入表）を参照して下さい。
4. 「添付証明書」の発行者は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する□にチェックを入れて下さい

	エコマーク表示について記載下さい
（予定）

	[bookmark: チェック8]表示媒体
□ 燃料の容器　　／　　□Web　／　　□ 取扱説明書
□ 商品説明書（パンフレット・カタログ・リーフレット）　
□ 燃料を使用する車両　　／　　□ 燃料を使用する機械
□ その他　※具体的に記載してください。 （    　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

	エコマーク表示予定設計図


	表示予定設計図の提出（書式自由・原稿）　
※エコマーク認定番号または使用契約者名が確認できる原稿をご提出下さい。
[bookmark: テキスト110]※「エコマーク商品認定・使用申込書」の｢エコマーク表示見本｣の画像をご使用下さい。
（表示例）　[image: 148_消音ユニット_坊主]
エコマーク認定番号
○○○○○○○○






	
	【表示無しの理由】：エコマークを表示しない（予定）場合



	項目
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書　の発行者

	既に認定を受けている燃料を別ブランドとして申込む場合
	燃料を開発した会社は　□他社／□自社
※ 他社製品の場合は右記承諾書をご提出下さい。
	承諾書　記入表１
	申込承諾者

	
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない
※ 変更がなければ、項目4-1-1(3)以外の「添付証明書」は不要です。
	既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	



	2.適用範囲

	項目
	記入欄
※該当する□にチェックを入れ、括弧内を記載して下さい。
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	申込燃料について
	燃料の種類：
□脂肪酸メチルエステルを使用したディーゼルエンジン用の燃料である
□脂肪酸メチルエステルを含まない、またはディーゼルエンジン用の燃料ではない
　→本商品類型の認定対象外

燃料の用途：
　　□自動車用／□建設機械用／□発電機用
□その他　※具体的に記載してください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	燃料のパンフレット・ウェブサイト、燃料を紹介した説明資料など
	製造事業者、販売事業者、申込者など




	4-1.環境に関する基準と証明方法

	項目
	記入欄
※該当する□にチェックを入れ、括弧内を記載して下さい。
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	4-1-1. (1)
原料油脂の種類、廃食用油回収時の法令順守
	廃食用油の回収事業者名：
（供給量の多い5社までを記載してください。）

１．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	原料供給証明書
記入表２
	原料回収事業者
※原料回収事業者が地方自治体で、証明書発行が得られない場合は、製造事業者などの発行でも可
※発行者が複数になる場合は、供給量の多い5社の発行で可

	4-1-1. (2)
脂肪酸メチルエステルの使用割合
	脂肪酸メチルエステルと軽油の混合について：

□脂肪酸メチルエルテルを軽油と混合せず、ニートで使用（B100）

□脂肪酸メチルエステルと軽油を混合しており、脂肪酸メチルステルの混合率は上限5質量%である（B5）

□「揮発油等の品質の確保に関する法律」（品確法）の特例措置(試験研究計画)の認定を受けている
	回収から製造までのフロー図
（既存のパンフレットなどの写しでも可。製造工程の概要と担当事業者名を記載、主な製造装置の写真を添付。）
	製造事業者

	
	
	燃料の原材料証明書　記入表３
	製造事業者

	
	
	品確法の特例措置を受けている場合は、その証明書類
	経済産業省など

	4-1-1. (3)
燃料の適正使用
	申込者は、申込燃料を
□製造または販売する／□製造または販売しない
→製造または販売する場合は、右記情報の提供方法を以下に記載してください。
　
　
	申込者が申込燃料を製造または販売する場合は、下記①、②の両情報が記載された部分の写し

①申込燃料の適正な取り扱いに関する注意（使用期限、整備・点検が必要であること）
②使用せずに残った燃料の適正な処理方法
	製造事業者または販売事業者

	
	申込者は、申込燃料を　□使用する／□使用しない
→使用する場合は、以下に燃料の使用目的を記載し、燃料の適正な使用について、該当する項目をチェックしてください。

燃料の使用目的
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

燃料の適正な使用について
□使用期限を守り、使用する機器の整備・点検を行うなど、適正に取り扱う
□申込燃料を他の燃料などと混合して使用しない
□使用せずに残った燃料は適正に処理する
	
	

	4-1-1. (4)
残った廃食用油の利用
	
	証明書　記入表４
	製造事業者

	4-1-2. (5)
環境法規順守
	
	証明書　記入表５
	申込燃料の最終製造工場の工場長

	4-1-2. (6)
脂肪酸メチルエステル製造時の廃液、排水、廃棄物の適正処理
	
	証明書　記入表６
	脂肪酸メチルエステル製造事業者





	
4-2.品質に関する基準と証明方法

	項目
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2. (7)
品質　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
	□脂肪酸メチルエステルを軽油と混合せずに使用する燃料（B100）

□燃料製造者以外が使用する
→認定後も毎年、右記の2回以上の分析を行った分析結果を提出することが必要です。
　　　　□認定後も上記分析結果の提出を行う
　　　　□認定後も上記分析結果の提出を行わない

□燃料製造者が自身で使用する

	＜燃料製造者以外が使用する場合＞
全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会の「バイオディーゼル燃料の製造・利用に係るガイドライン」に定めるモニタリング規格の分析結果（申込日から1年以内の12月から2月の間で1回、それとは4か月以上あけて1回の最低2回分）

※申込時に年2回の分析を行っていない場合は、2回分の分析結果が提出されるまで審査は保留となります。

※複数の工場でB100の製造を行っている場合は、全ての工場の分析結果が必要です。

＜燃料製造者が自身のみで使用する場合＞
上記の分析結果、または自主規格の内容とそれに適合していることを示す証明書
	試験機関、製造事業者など

	
	□脂肪酸メチルエステルと軽油を混合した燃料（B5）
	＜自動車燃料として消費・販売する場合＞
軽油特定加工業者の事業者登録通知書の写し、申込日から1年以内に行った品質分析結果（1回分）

＜特例措置の認定を受けている場合＞
定められた品質確認の証明書

＜上記以外＞
「揮発油等の品質の確保に関する法律」（品確法）で定める軽油の強制規格に適合していることを示す、申込日から1年以内に行った品質分析結果（1回分）
	試験機関、製造事業者など




	5.配慮事項

認定の必須要件ではありませんが、製造にあたって配慮することが望ましい項目です。以下について各々の対応状況をご報告ください。（燃料を製造する申込者のみで結構です。）

	項目
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい

	5.(1)
廃食用油回収時の輸配送効率化
	□廃食用油の回収時に輸配送の効率化を図っている
□廃食用油の回収時に輸配送の効率化を図っていない
□申込者は廃食用油の回収を行っていない

	5.(2)
グリセリン廃液の利用
	製造時に発生したグリセリン廃液の利用状況は以下のとおりである
□製品グリセリンとしてマテリアルリサイクルしている
□焼却施設やボイラーで燃料利用している
□メタン発酵施設や堆肥化施設での発酵促進剤として利用している
□利用は行っていない
□その他
　　　　※具体的に記載してください。




　　　 


	5.(3)
油分を含む洗浄廃水の利用
	□製造時に油分を含む洗浄廃水は発生しない
□製造時に油分を含む洗浄廃水が発生し、利用状況は以下のとおりである
□焼却施設でグリセリン廃液とともに燃焼させている
□メタン発酵での希釈水として利用している
□利用は行っていない。
□その他
　※具体的に記載してください。
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